
2025年12月期
Q3決算説明会
2025年10月31日
GMOフィナンシャルホールディングス株式会社

● グラフ
全部
チェック
（メモリ
を端折っ
てない
か）
● グラフ
単位の確
認（単位
も表示さ
せている
か）
● 黒のテ
キスト文
字色・
フォント
チェック



 © 2025 GMO Financial Holdings, Inc. 2

01 決算概要

02 事業の状況

03 Appendix



 © 2025 GMO Financial Holdings, Inc. 3

● 店頭FX・CFDの減収により、営業収益は前年同期比5%減
● 各段階利益は9ヶ月累計として過去最高を更新

はじめに

● 主力のFXは、取引人数、預り証拠金残高が堅調に推移
● 暗号資産事業はストックサービスを継続強化

● 2025年12月期より株主還元を強化（目標配当性向65％以上）
● Q3’25は1株当たり14.87円

業績

事業

株主
還元

確認
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各段階利益は9ヶ月累計としては過去最高を更新

Q3’25（1-9月）｜決算サマリー（前年同期比）

Q3'24
（1-9月）

Q3'25
（1-9月）

Y/Y

（百万円） 増減額 増減率

営業収益 40,420 38,413 ▲2,006 ▲5.0%

純営業収益 37,354 35,546 ▲1,808 ▲4.8%

営業利益 8,679 13,691 +5,011 +57.7%

経常利益 7,978 12,855 +4,876 +61.1%

最終利益 3,509 8,910 +5,401 +153.9%

過去
最高

過去
最高

過去
最高

確認
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Q3’25（1-9月）｜セグメント別の状況（前年同期比）

Q3'25（1-9月）
営業収益構成比

38,413百万円

■ 証券・FX事業（単位：百万円）

■ 暗号資産事業（単位：百万円）

営業収益 営業利益

営業収益 営業利益

▲10.2% +70.4%
前年同期比 前年同期比

+16.8% +18.1%
前年同期比 前年同期比

確認
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Q3’25（1-9月）｜営業利益増減（前年同期比）

86.7

▲5.1 ▲12.3
▲12.0 +3.5 ▲3.5株式・

金融収支 FX・
外為OP CFD

・株BO
暗号資産

貸倒引当金
繰入額

Q2まで好調だったFXがボラティリティの低下に伴い減収も、
販管費の減少に加え、暗号資産の寄与もあり大幅な増益を達成

（前年同期はタイ証券事業等に係る貸倒引当金繰入額約67億円を計上）

（億円）

136.9

+5.1
その他
コスト

Q3’25（1-9月）
営業利益

Q3’24（1-9月）
営業利益

取引
関係費

+7.9
その他・
調整額等

+69.0

タイ証券事業の信用取引サービスは
2024年12月に終了

▲2.4

人件費
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タイ証券事業｜約定弁済契約に基づく債権残高の状況

項目 約定弁済契約債権※ その他不良債権

残高 7,546 17,331

担保の状況

株式 11,380 188

不動産 4,322 ー

社債 738 　ー

合計 16,441 188
保全率 217.9% 1.1%

貸倒引当金 520 17,143

貸倒引当金の計上方法
延滞の有無に関わらず、債務者ごとに貸付残高から担保
評価額を控除した金額を計上

担保の評価方法

・株式：期末株価に担保株式数を乗じたもの
・不動産：SEC登録の不動産鑑定士による鑑定評価に
　　　　　一定の掛け目を乗じたもの
・その他：額面

最大リスク額 7,214

保全率 残高 貸倒引当金

0〜100％ 452 319
100％〜150％ 1,813 200

150％〜200％ ー  ー
200％〜 5,280 ー
合計 7,546 520

■ 全債権・担保の状況 ■ 約定弁済契約債権の保全率ごとの残高（単位：百万円） （単位：百万円）

■ 約定弁済契約債権の回収計画について
● 約定弁済契約を締結している相手方は15名
● 約定弁済契約に従い回収を行い、2026年中に債権元本全体の

9割以上を回収する計画

※ 円表記の各数値：2025年9月30日時点のレートで円換算

＜参考情報＞
 過去2事業年度に実施した担保株式の強制処分時における株価の下落率
　・最大値　▲79.3%
　・平均値　▲47.0%
　・最小値　▲11.4%

（約定弁済契約残高-約定弁済契約の貸倒引当金＋その他不良債権の担保額）

約定弁済契約に基づく債権残高は、
返済により2025年1月時点の約110億円から約75億円へと減少

※ 約定弁済契約債権の一部には、破産更生債権等及び貸倒懸念債権に区分される債権が含まれています。

確認
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株主還元｜配当

FY2025目標
連結配当性向

Q3’25実績
1株当たり配当金

14.87円

1株当たり配当⾦（円）の推移

※2022年12月期の第3四半期末及び第4四半期末は無配

65％以上

Q4の
配当予想未定

52.17

21.00

32.80

27.38

Q1-Q3合計

49.10

確認
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Q3’25（7-9月）｜マーケット環境

2市場個⼈株式等委託売買代⾦ 国内店頭FX取引⾼ 国内暗号資産売買代⾦

（兆円） （兆円） （兆円）

日本取引所グループ、金融先物取引業協会、日本暗号資産等取引業協会公表資料より当社作成

+25.3%
前年同期比

▲27.2%
前年同期比

▲1.3%
前年同期比

株式市場は活況も、外国為替市場はドル/円を中心にボラティリティが低下

7月・8月の
2ヶ月間の数値

確認
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▲17.2%
前四半期比

四半期業績推移｜営業収益（セグメント別/商品別）

（百万円）

▲19.3%
14,272

11,519

13,916

前年同期比

Q3’25はレンジ相場下でFX収益が減少
CFD収益も顧客還元により減少

確認
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四半期業績推移｜営業利益

（百万円）

+4.8%
前年同期比

前年同期比では増加
前四半期比ではFX・CFD収益が

減少し減益

▲29.5%
前四半期比

確認
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証券・FX事業 
暗号資産事業 
その他 

： 約68億円程度
： 約9億円程度 
： 約5億円程度

四半期業績推移｜販売費及び一般管理費

Q4'25の見通し：約82億円

（百万円）

※見通しには貸倒引当金繰入額は含まない。

9,472

6,606

見通しを次のQに修正するの忘
れずに

7,402

▲30.3%

▲0.0億円4.0億円28.3億円21.9億円45.0億円0.0億円12.0億円▲5.3億円9.1億円15.4億円
貸倒引当金

繰入額

貸引控除後
販管費

74.1億円74.4億円87.5億円72.8億円70.6億円76.3億円79.5億円75.6億円74.2億円75.9億円

前年同期比

貸倒引当金繰入額を控除すると
75億円前後で推移

▲10.8%
前四半期比

▲5.9億円

72.0億円

広告宣伝 （16.68億円）
・10月：597.1百万円
・11月：553.6百万円
・12月：517.5百万円
キャンペーン
・1.8億円（開設＆取引
CPで64M）

確認
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持続的成長に向けて

主力事業の収益最大化 新規事業への投資

テクノロジー活用余地が大きく成長性の高い分野に積極的に投資
No.1プラットフォームを創出し、持続的成長を目指す

「安さ」と「利便性」を追求
成長性の高い分野での

新たな価値創造と成長を図る

事業ポートフォリオの多角化

シナジー発揮と経営効率を追求
圧倒的な顧客基盤を構築し

成長原資を創出

×
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2025年12月期の方針・取り組み

方針：強いものをより強くする

FX

CFD

暗号資産

新規

● 競争優位性を高めるためのサービスの利便性向上
● マーケティング強化による顧客層の拡大

● 証券取引・FX取引からのクロスセル率のさらなる向上
● 商品認知度向上に向けたマーケティング戦略の見直し

● ストック型商品（ステーキング・貸暗号資産）の強化による収益安定化
● 法人向け・VIP向けサービスの強化

● バーチャルオフィス事業の顧客基盤拡大（拠点拡大・新サービス提供）
● 医療プラットフォーム事業の立ち上げを加速
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店頭FX｜国内取引高シェアの推移

金融先物取引業協会「店頭FX月次速報」より当社作成
※ 店頭FX国内取引高：GMO外貨のグループジョイン前の2021年9月まではGMOクリック証券とFXプライムbyGMO2社の数値
   （FXプライムbyGMOは2023年9月にGMOコインと合併）
※ 店頭FX国内シェア：金融先物取引業協会公表数値を市場全体として算出

Q3’25取引高シェア

21.5％

（兆円） 2022年10月：方針転換
シェア重視から取引人数重視へ
※取引上限設定でシェア低下

方針変更以降は緩やかな
上昇トレンド
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店頭FX｜取引人数（QAU）シェアの推移

Q2’25  QAUシェア

約15％
Q2’25はボラティリティの低下で減少も

方針転換後は取引人数は堅調に推移

シェア重視から
取引人数重視へ
と方針転換

GMOクリック証券・GMO外貨・GMOコイン3社における四半期でのユニーク取引人数のシェア
金融先物取引業協会公表資料より当社作成
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+9.2%

店頭FX｜預り証拠金残高の推移

2023年9月1日付でGMOコインとFXプライムbyGMOが合併
Q2’23まではFXプライムbyGMOの数値、Q3’23以降はGMOコインの数値

堅調に推移
Q3'25は2四半期連続で過去最高を更新

（10億円）

前年同期末比



 © 2025 GMO Financial Holdings, Inc. 19

CFD｜売買代金・収益の推移

売買代金

収益

売買代金の減少に加え、
顧客還元（スプレッド縮小）により

収益は減少

数値サイズ調整

▲24.7%

▲9.3%
前年同期比

前年同期比
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CFD｜預り証拠金残高の推移

預り証拠金残高の着実な拡大が課題

10月27日より手数料ゼロ&設立20周年を
記念した大規模キャンペーンを開始

CFD取引を対象とした現金プレゼントや
株式取引とのクロスセル促進で

顧客基盤拡大を図る

（10億円）

+2.3%
前年同期末比
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株式｜株式委託手数料・委託手数料率の推移

株式委託手数料

9月1日からの株式手数料無料化で
株式委託手数料は減少

Q3'25株式売買代金：
前年同期比+2.5％

Q3'25売買代金シェア：1.4％

▲35.9%
前年同期比
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株式｜金融収支の推移

（百万円）

金利上昇により
顧客分別金信託の運用益が増加

（参考）運用益増加による金融収益の増加額
前四半期比+0.6億円
前年同期比+5.0億円

+65.3%
前年同期比
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株式｜不正取引への対応

◼不正取引への対応（補償方針）
 ・ログイン認証必須化前：特例として原状回復の観点で全額補償

 ・ログイン認証必須化後：お客様のユーザーID・パスワードの管理状況や取引時の状況など、
　　　　　　　　　　　　 GMOクリック証券による調査結果を踏まえ、一定の補償

◼今後の対応（セキュリティ対策）
 ・2025年10月8日にログイン追加認証を必須化（未設定の場合、取引を規制）

 ・2026年12月期第1四半期を目処にログイン追加認証方法を「FIDO2」に変更し、
　 セキュリティを強化

Q2’25に続き、ログイン追加認証の必須化（2025年10月8日実施）前に
確認された不正取引については、特例として原状回復の観点で全額を補償

Q3’25に特別損失106百万円を計上し、不正取引に対する補償総額は143百万円に
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株式｜強化施策

設立20周年・原点回帰
安くて、使いやすい

No.1ネット証券へ

2025年9月1日（月）より、
株式取引手数料・投信販売手数料を無料化※

9月の証券口座増加数は
過去1年間の平均の約1.8倍に

10月より新CMやキャンペーンなど、
手数料ゼロを軸としたプロモーション展開で

顧客基盤拡大を図る

※電話注文を除く
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暗号資産｜売買代金の推移

Q3’25の売買代金は、
ビットコインやイーサリアムの

史上最高値更新などを受けて
前四半期比・前年同期比とも増加

（10億円）

前年同期比
+6.1%
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暗号資産｜口座数と顧客預り資産の推移

口座数

顧客預り資産

+10.1万口座

+111.2%

前年同期末比

前年同期末比
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暗号資産｜セグメント収益・利益の推移

一時的な要因を除くと売買代金に応じた収益水準をキープ
引き続きストック型サービス強化で安定的な利益拡大を図る

暗号資産セグメント収益の推移 暗号資産セグメント利益の推移

※2022年10⽉からこれまで営業収益のトレーディング損益に含めていた為替ヘッジ取引に伴う損益を
営業外損益に計上（当該組み替えによる、Q1〜Q3'22の期間における増収分約8.7億円を、Q4'22に⼀
括計上）

（百万円）
GMOコインが参加するプロジェ
クトで受け取ったトークンの評
価損益、Q4’24に実施したIEO案
件の手数料収入等の影響でQ/Q

では約5億円の下振れ

（百万円）

（参考）GMOコイン
暗号資産売買代⾦の推移

確認
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+107.7%

暗号資産｜ステーキング収益

（百万円）

ストック型商品の
「ステーキング」収益は

高水準で推移
今後さらなる成長を図る

前年同期比

確認
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主な取り組み｜証券・FX事業

多様なニーズに応じた

投資信託の強化
投資初心者

100円から投資できる「投信積立」
毎週・毎日コースを追加

信用取引・FX取引経験者
レバレッジで短期リターンを狙う

ブル型・ベア型ファンドを拡充
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主な取り組み｜暗号資産事業

ストック型サービス
強化施策を推進



 © 2025 GMO Financial Holdings, Inc. 31

主な取り組み｜バーチャルオフィス事業

上野オフィスの
提供を開始

累計30,000ユーザーを突破し、
顧客基盤は順調に拡大
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主な取り組み｜バーチャルオフィス事業

レンタルスペースの
予約サービス開始
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Q3’25（7-9月）｜決算サマリー（前四半期比）

Q2'25
（4-6月）

Q3'25
（7-9月）

Q/Q

（百万円） 増減額 増減率

営業収益 13,916 11,519 ▲2,397 ▲17.2%

純営業収益 12,958 10,520 ▲2,437 ▲18.8%

営業利益 5,555 3,914 ▲1,641 ▲29.5%

経常利益 5,484 3,800 ▲1,683 ▲30.7%

最終利益 3,707 2,698 ▲1,008 ▲27.2%

FX・CFD収益が減少し、前四半期比で減収減益

確認
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Q3’25（7-9月）｜セグメント別の状況（前四半期比）

（ ）内は前四半期比

Q2'25（4-6月） Q3'25（7-9月）
（百万円）

証券・FX事業
営業収益 11,833 8,810 （▲25.5%）

営業利益 5,167 3,122 （▲39.6%）

暗号資産事業
営業収益 1,443 2,044 （+41.6%）

営業利益 576 1,074 （+86.4%）

確認
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Q3’25（7-9月）｜営業利益増減（前四半期比）

（億円）

39.1

▲9.5
+0.6

+0.1+5.8

株式・
金融収支

貸倒引当金
繰入額

その他
コスト

その他・
調整額等

▲21.9

FX・
外為OP

暗号資産の増益とコスト減少が店頭FX・CFDの減益幅をカバーできず、減益での着地

+0.4

暗号資産

+1.5

+0.4

人件費取引関係費

Q3'25（7-9月）
営業利益

Q2'25（4-6月）
営業利益

55.5

CFD・株BO

+6.0
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国内株式｜貸株残高の推移

（10億円）

安定的に推移
足元（10/24）は673億円
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国内株式｜証券コネクト口座数・残高の推移

口座数は微減
残高は減少傾向
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PLの四半期推移

（単位：百万円） 勘定科目
を修正

確認
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営業収益（セグメント別/商品別）の四半期推移

※株式・ETF等は、株式・ETF等の取引に係る委託手数料及びその他の受入手数料、募集・売出し・特定投資家向け売付け勧誘等の取扱手数料、投資信託に係るその他の受入手数料を含む

（単位：百万円）

確認
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販売費及び一般管理費の四半期推移

（単位：百万円）

確認
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セグメント別業績の四半期推移

（単位：百万円）

確認
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主要KPIの四半期推移 確認
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顧客属性｜GMOクリック証券 – 証券取引口座

2025年6月30日現在

女性 男性

男女比
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顧客属性｜GMOクリック証券 – FX専用取引口座

女性

男女比

男性

2025年6月30日現在
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顧客属性｜GMO外貨

女性

男女比

男性

2025年6月30日現在
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顧客属性｜GMOコイン（暗号資産）

女性

男女比

男性

2025年6月30日現在
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ビジネスモデル｜店頭FX

効率的なマッチングとポジションの保有リスクをヘッジする徹底した管理を追求
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店頭FXにおけるボラティリティと収益の関係
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ビジネスモデル｜暗号資産
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本資料には、2025年10月31日現在の将来に関する前提、見通し、計画等に基づく予測が含まれています。世界経済、競合
状況、為替の変動等にかかわるリスクや天変地異などの不確定要因により実際の業績が記載の予測と大きく異なる可能性が
あります。 
また、マーケットシェアなどの数値について、一部当社推計値が含まれています。調査機関によって異なる可能性がありま
す。また、本資料に掲載されている情報は、情報の提供を目的としたものであり、投資の勧誘を目的としたものではありま
せん。また、本資料内に記載されている業績予想などの将来の予測に関するものは、リスクや不確定要因を含みます。実際
の業績は経済情勢や市場環境など、さまざまな要因により、かかる予想とは大きく異なることがあることをご承知おきくだ
さい。 
当該情報に基づいて被ったいかなる損害に関しても、その理由の如何に関わらず一切の責任を負うものではございません。

免責事項


